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第第
7777
回
秋
田
県
農
業
機
械
化
シ
ョ
ー
に

回
秋
田
県
農
業
機
械
化
シ
ョ
ー
に

サ
タ
ケ

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｒ
コ
ン
セ
プ
ト

全
地
形
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

北尾社長

　

ク
ボ
タ
＝
北
尾
裕
一
社
長
、
大
阪
市
浪
速
区
＝
が
開
発
を
進
め
る
全
地
形
型
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
車
両
「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｒ
」
が
、
世
界
三
大
デ
ザ
イ
ン
賞
の
一
つ
で
あ
る
「
レ
ッ

ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」
（
主
催
：
独
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
部
門
（
コ
ン
セ
プ
ト
〜
市
場
投
入
前

の
製
品
ま
で
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
が
対
象
）で
、「
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
賞
」を
受
賞
し
た
。

松本社長

　

サ
タ
ケ
＝
松
本
和
久
社
長
、
広
島
県
東
広
島
市
西
条
西
本
町
２
―
30
＝
は
10
月
31
日

か
ら
５
日
間
、
秋
田
県
湯
沢
市
の
松
ノ
木
河
川
公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
第
１
４
８
回
秋

田
県
種
苗
交
換
会
」
の
併
催
イ
ベ
ン
ト
「
第
77
回
秋
田
県
農
業
機
械
化
シ
ョ
ー
」
に
出

展
、
同
社
、
自
信
の
最
新
機
械
と
技
術
を
実
演
も
交
え
て
紹
介
す
る
。
開
催
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
最
終
日
の
み
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
）。

Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
100
石
乾
燥
機

８
イ
ンチ

籾
摺
機
な
ど
参
考
出
展

内山社長

電
動
バ
ラ
ン
サ
に
期
待

農
業
等
多
様
な
ニ
ー
ズ
対
応

ユニパルス

軽
量
で
持
ち
運
び
可
能

ハ
チ
ハ
チ

ハ
ウ
ス

大
型
重
機
で
も
一
発
始
動

竹
パ
ウ
ダ
ー
に
活
用

竹
粉
砕
機
で
効
率
的
に
処
理

カルイ

資
源
循
環
モ
デ
ル
実
証
エ
ア
・
ウ

ォ
ー
タ
ー

テ
ラ
ダ
フ
ェ
ア
'25
寺
田
製
作
所

11
月
７
〜
８
日

畑
作
業
を
効
率
化

石
取
り
と
耕
う
ん
を
同
時
に

サンドナイス

全地形型プラットフォーム車両「ＫＡＴＲ」

昨年のサタケブース

ＭＵＦＢ温水洗浄機

導入から３カ月が経ち同機の性能を高く評価していた

同社製品のなかでもＩＴＯ―42000は注目度が高い

自走式畑石取篩機「すなっぴー」

組立て式箱罠に期待
小岩
金網軽量で運搬等の効率向上

「いのじかけ」に熊が入っていく様子

　

小
岩
金
網
＝
東
京
都
台
東

区
西
浅
草
３
―
20
―
14
＝

は
、
組
み
立
て
式
箱
罠
「
い

の
じ
か
け
」
の
普
及
を
進
め

て
い
る
が
、
錆
状
の
「
い
の

じ
か
け
」
を
試
験
的
に
設
置

し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
熊
の

捕
獲
に
も
貢
献
し
た
こ
と
か

ら
、
更
に
幅
広
く
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

「
い
の
じ
か
け
」
は
、
６

カ
所
の
み
を
17
㎜
レ
ン
チ
で

ボ
ル
ト
止
め
す
る
だ
け
と
、

手
間
が
か
か
ら
な
い
。
こ
の

簡
単
な
組
み
立
て
を
二
人
作

業
に
よ
り
６
分
で
完
成
で
き

る
こ
と
か
ら
好
評
と
な
っ
て

お
り
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

さ
ら
に
同
社
で
は
、
昨
年
か

ら
組
み
立
て
式
箱
罠
「
い
の

じ
か
け
」
の
改
良
を
進
め
て

き
た
。

　

今
回
の
改
良
点
は
溶
接
金

網
の
材
質
を
亜
鉛
ア
ル
ミ
合

金
め
っ
き
鉄
線
（
引
っ
張
り

強
さ
７
０
０
Ｎ
）
か
ら
高
強

度
鉄
線
（
日
鉄
Ｓ
Ｇ
ワ
イ
ヤ

製
同
１
４
０
０
Ｎ
）
に
変
更
。

金
網
自
体
の
強
度
を
上
げ
、

使
用
し
て
い
た
線
径
を
６
㎜

か
ら
５
㎜
に
ダ
ウ
ン
サ
イ

ズ
、
さ
ら
に
本
体
重
量
を
76

㎏
か
ら
61
㎏
ま
で
軽
量
化
し

て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
４
台
し
か
積
載
出
来
な
か

っ
た
製
品
が
５
台
積
載
で
き

る
こ
と
に
な
り
運
搬
・
設
置

の
効
率
を
上
げ
た
。

　

ま
た
、
「
い
の
じ
か
け
」

の
主
な
部
品
は
、
連
結
線
で

簡
単
に
接
続
で
き
る
た
め
、

時
間
を
短
縮
で
き
、
施
工
費

の
削
減
が
可
能
。
そ
の
上
、

地
面
を
し
っ
か
り
グ
リ
ッ
プ

す
る
こ
と
が
で
き
、
安
定
感

も
あ
る
。

　

め
っ
き
線
で
は
な
く
鉄
線

を
使
用
し
、
自
然
錆
発
生
が

イ
ノ
シ
シ
の
警
戒
心
を
弱
め

る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
試

作
し
た
箱
罠
「
い
の
じ
か
け
」

は
岩
手
県
奥
州
市
で
試
験

設
置
を
行
っ
て
お
り
、
イ

ノ
シ
シ
の
行
動
監
視
、
製

品
の
耐
久
性
の
検
証
を
進

め
て
い
る
。

　

な
お
、
実
際
に
箱
罠
を

設
置
す
る
際
に
は
、
わ
な

猟
免
許
が
必
要
と
な
る
。

【
主
な
仕
様
】▽
寸
法（
設

置
時
）
＝
幅
１
０
０
０
×

奥
行
２
０
０
０
×
扉
高
さ

２
０
０
０
㎜
▽
参
考
重
量

＝
61
㎏
▽
溶
接
金
網
＝
Ｎ

Ｓ
Ｐ
高
強
度
鉄
線
Φ
５

㎜
、
網
目
１
０
０
㎜
▽
扉

＝
鉄
板
（
Ｓ
Ｓ
４
０
０
ｔ

＝
1.6
）
▽
ト
リ
ガ
ー
＝
ダ

イ
ニ
ー
マ
▽
フ
ッ
ク
付
き

直
線
＝
Ｎ
Ｓ
Ｐ
高
強
度
鉄

線
Φ
５
㎜
。

【
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｒ
の
コ
ン
セ
プ
ト
】

「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｒ
」
は
、
傾
斜
地

や
凹
凸
の
あ
る
路
面
で
も
４

本
の
脚
を
油
圧
で
曲
げ
伸
ば

し
し
て
適
切
な
重
心
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
荷
台
を
平
に

保
ち
な
が
ら
走
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
不
整
地
で

も
最
大
２
４
０
㎏
の
積
載
物

の
運
搬
が
可
能
だ
。
製
品
設

計
・
デ
ザ
イ
ン
と
も
に
〝
モ

ジ
ュ
ー
ル
設
計
〞
を
採
用
し

て
お
り
、
車
幅
や
ホ
イ
ー
ル

の
大
き
さ
な
ど
の
仕
様
を
柔

軟
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
条
件

に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
可
能
。

　

※
『
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
計
』

＝
製
品
を
複
数
の
独
立
し
た

部
品
群
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
に

分
け
る
こ
と
で
、
組
み
合
わ

せ
や
変
更
が
容
易
に
な
る
設

計
手
法
。
特
定
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
機
能
を
追
加
し
た

り
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た

り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
機
器
と

組
み
合
わ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
で
、
農
業
や
林
業
、
建
設

業
、
災
害
現
場
な
ど
幅
広
い

現
場
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
Ａ

Ｉ
や
自
動
運
転
技
術
を
活
用

し
、
人
と
協
働
す
る
自
律
型

の
車
両
化
を
構
想
し
て
い
る
。

【
デ
ザ
イ
ン
の
特
長
】
人
と

協
働
す
る
車
両
に
ふ
さ
わ
し

い
生
き
物
の
よ
う
な
親
し
み

や
す
さ
と
力
強
さ
を
備
え

た
、
合
理
的
で
洗
練
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
を
め
ざ
し
た
。
前

後
対
称
の
外
観
は
自
動
運
転

車
両
と
し
て
の
柔
軟
な
作
業

性
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
計
の

た
め
様
々
な
仕
様
に
対
応
で

き
る
の
も
特
長
。

　

ま
た
、
光
や
音
で
車
両
の

状
態
や
作
業
提
案
な
ど
を
自

発
的
に
行
う
こ
と
を
構
想
。

車
体
の
照
明
に
よ
る
進
行
方

向
の
明
示
や
、
人
が
近
づ
き

一
時
停
止
し
た
場
合
に
セ
ン

シ
ン
グ
し
て
い
る
こ
と
の
可

視
化
に
加
え
、
音
声
で
作
業

提
案
を
行
う
な
ど
、
人
と
の

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
、
人
と
車
両
の
自

然
な
協
働
を
可
能
に
す
る
。

【
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ

ン
賞
に
つ
い
て
】
「
レ
ッ
ド

ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」は
、

ド
イ
ツ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
ｅ
ｓ

ｉ
ｇ
ｎ

Ｚ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ

Ｎ
ｏ
ｒ
ｄ
ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ

Ｗ

ｅ
ｓ
ｔ
ｆ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
）
が
主

催
す
る
国
際
的
な
デ
ザ
イ
ン

賞
で
、
60
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
。
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
」
「
ブ
ラ
ン
ド
＆
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
」
「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
」
の
３
つ
の
部
門
に
分
か

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
年
に

一
度
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

　

サ
タ
ケ
は
、
機
械
化
シ
ョ

ー
の
会
場
に
、
大
規
模
生
産

者
向
け
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｓ
Ａ
Ｘ

Ｅ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
の
乾
燥
機

や
籾
摺
機
を
参
考
出
展
す

る
。
ま
た
、
良
品
・
不
良
品

を
選
別
す
る
光
選
別
機
の
実

演
、
新
型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ

ン
テ
ナ
計
量
器
の
展
示
を
行

う
。
加
え
て
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
を
活
用
し
、
生
産

情
報
の
収
集
・
活
用
や
生
産

性
の
向
上
、
顧
客
の
利
益
改

善
な
ど
を
図
る
生
産
支
援
シ

ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

を
導
入
し
た
ユ
ー
ザ
ー
の
事

例
を
映
像
で
紹
介
す
る
。

【
主
な
出
展
機
・
製
品
の
概

要
と
見
ど
こ

ろ
】
①
Ｓ
Ａ

Ｘ
Ｅ
Ｓ
」
シ

リ
ー
ズ
・
大

容
量
遠
赤
外

線

乾

燥

機

「
Ｓ
Ｄ
Ｒ
―

Ｖ
Ｐ
」
（
参

考
出
展
・
パ

ネ
ル
展
示
）

＝
最
大
処
理

量
（
籾
）
７

ｔ
（
70
石
）

〜
10
ｔ
（
１
０
０
石
）
の
大

容
量
遠
赤
外
線
乾
燥
機
。「
Ｓ

Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
の
特

長
で
あ
る
高
耐
久
性
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
対
応
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に

よ
る
穀
物
水
分
域
表
示
な
ど

の
機
能
に
加
え
「
ま
ぜ
あ
わ

せ
運
転
」
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

モ
ー
ド
」
な
ど
便
利
機
能
を

搭
載
。
ま
た
粗
選
機
や
下
部

シ
ャ
ッ
タ
ー
構
造
、
昇
降
機

上
部
ケ
ー
ス
が
改
良
。
大
規

模
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

　

②
「
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
」
シ
リ

ー
ズ
・
遠
赤
外
線
乾
燥
機「
Ｓ

Ｄ
Ｒ
―
Ｘ
Ｘ
」
（
展
示
）
＝

最
大
処
理
量
（
籾
）
が
３
ｔ

（
30
石
）
〜
6.5
ｔ
（
65
石
）

の
遠
赤
外
線
乾
燥
機
。
消
耗

部
品
の
耐
久
性
向
上
や
、
防

音
性
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
の
向
上
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
な

ど
が
特
長
③「
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
」

シ
リ
ー
ズ
・
籾
摺
機
「
Ｓ
Ｒ

Ｚ
８
０
０
０
Ⅹ
」
（
参
考
出

展
・
展
示
）
＝
「
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ

Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
史
上
最
大
の

処
理
能
力
を
持
つ
新
型
８
イ

ン
チ
籾
摺
機
。
最
大
処
理
能

力
は
3.6
ｔ
／
ｈ
（
玄
米
）。

光
選
別
機
と
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

通
信
が
可
能
で
、
残
留
米
清

掃
時
の
自
動
排
出
制
御
な
ど

の
機
能
性
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

で
の
操
作
性
が
向
上
。

　

④
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ

Ｋ
ｎ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
「
Ｓ
Ｇ
Ｓ
―
２
３
０

０
Ｋ
」
（
実
演
）
＝
最
大
処

理
量
が
2.3
ｔ
／
ｈ
（
玄
米
）

の
５
イ
ン
チ
籾
摺
機
対
応
型

の
光
選
別
機
。
フ
ル
カ
ラ
ー

Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
を
搭
載
す
る

こ
と
で
、
青
未
熟
・
乳
白
・

し
ら
た
の
選
別
能
力
が
向
上
。

　

⑤
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
生
産

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
」
（
映
像
）
＝
生
産
者

・
共
乾
施
設
・
精
米
工
場
・

炊
飯
工
場
ま
で
、
米
の
生
産

・
加
工
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
デ

ー
タ
で
最
適
化
す
る
サ
ー
ビ

ス
。
品
質
の
見
え
る
化
、
収

量
デ
ー
タ
の
自
動
取
得
、
最

適
運
転
な
ど
、
各
工
程
の
効

率
化
を
実
現
。
デ
ー
タ
を
利

用
し
た
Ｄ
Ｘ
活
用
を
支
援

し
、
生
産
性
向
上
と
品
質
管

理
の
強
化
に
貢
献
す
る
。

　

⑥
新
型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ

ン
テ
ナ
計
量
器
「
Ａ
Ｆ
Ｋ
―

１
０
０
０
」（
実
演
）
＝
最
大

処
理
能
力
３
０
０
０
㎏
／
ｈ

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ

計
量
器
。
全
高
を
抑
え
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
設
計
や
、
運
転

状
態
を
遠
隔
か
ら
視
認
可
能

な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
、
原
料
の
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
タ
ン
ク
検
知
セ
ン

サ
な
ど
多
彩
な
機
能
を
搭
載
。

神
田
３
―
４
―
15
＝
と
Ｊ
Ａ

Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
商
社
Ｊ
Ａ
Ｌ

Ｕ
Ｘ
（
ジ
ャ
ル
ッ
ク
ス
、
東

京
都
港
区
）
は
、
東
京
23
区

西
部
と
多
摩
地
域
で
運
行
す

る
路
線
バ
ス
に
加
え
、
富
士

五
湖
や
上
高
地
、
飛
騨
高
山

な
ど
へ
の
高
速
バ
ス
を
運
行

で
は
、
都
市
間
高
速
バ
ス
の

運
行
時
、
山
間
部
を
走
行
す

る
際
に
付
着
す
る
、
冬
場
の

道
路
の
凍
結
防
止
剤
な
ど
に

含
ま
れ
る
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

に
よ
る
車
体
の
汚
れ
や
サ

ビ
、
腐
食
、
そ
し
て
そ
の
効

率
的
な
除
去
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　

今
回
の
「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｂ
温
水

洗
浄
機
」
導
入
に
よ
り
、
車

両
洗
浄
時
間
の
短
縮
・
作
業

効
率
の
向
上
、
ま
た
そ
れ
に

よ
る
水
や
燃
料
の
使
用
量
削

減
の
ほ
か
、
課
題
で
あ
っ
た

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
果
的

除
去
を
実
現
す
る
こ
と
で
車

両
の
腐
食
や
劣
化
を
抑
制

し
、
車
両
の
長
寿
命
化
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
大

阪
市
中
央
区
南
船
場
）
は
、

10
月
10
日
、
長
野
県
松
本
市

で
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
資
源
循
環
モ
デ
ル

の
実
証
施
設
「
地
球
の
恵
み

フ
ァ
ー
ム
・
松
本
」
を
本
格

稼
働
さ
せ
た
。
施
設
は
「
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
プ
ラ
ン

ト
」
「
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン

ト
」
「
ス
マ
ー
ト
陸
上
養
殖

プ
ラ
ン
ト
」
「
ス
マ
ー
ト
農

業
ハ
ウ
ス
」
の
４
つ
か
ら
構

成
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
食

品
廃
棄
物
を
原
料
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
製
造
し
電
力
に
変

換
、
売
電
も
行
い
、
発
電
時

の
排
熱
や
Ｃ
Ｏ
２

は
、
サ
ー

モ
ン
養
殖
や
ト
マ
ト
栽
培
に

利
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｏ

２

か
ら
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
造
時
の
廃
棄
物

か
ら
肥
料
を
製
造
。
資
源
循

環
モ
デ
ル
実
証
を
進
め
る
。

　

寺
田
製
作
所
＝
寺
田
均
社

長
、
静
岡
県
島
田
市
牛
尾
８

６
９
―
１
＝
は
11
月
７
〜
８

日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

同
社
特
設
会
場
に
お
い
て

『
テ
ラ
ダ
フ
ェ
ア
２
０
２
５
』

機
械
展
示
会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
は
、
碾
茶
関
連
機
器

を
中
心
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、

発
酵
茶
機
、
除
草
機
や
茶
園

ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
茶
園
管
理

機
を
多
数
展
示
す
る
。

　

ユ
ニ
パ
ル
ス
＝
東
京
都
中

央
区
日
本
橋
久
松
町
９
―
11

＝
が
普
及
を
進
め
る
、
重
量

物
の
搬
送
作
業
を
手
軽
に
優

し
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
電
動
バ

ラ
ン
サ
「
ム
ー
ン
リ
フ
タ
」

の
「
Ｍ
Ｌ
Ｔ
」
は
、
屋
外
で

の
作
業
に
適
し
て
い
る
た

め
、
農
業
関
係
の
作
業
は
も

ち
ろ
ん
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
可
能
な
こ
と
か
ら
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

電
動
バ
ラ
ン
サ
「
ム
ー
ン

リ
フ
タ
」
は
、
吊
っ
た
ワ
ー

ク
の
重
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ

う
バ
ラ
ン
ス
し
、
軽
い
力
で

扱
う
こ
と
が
で
き
る
吊
下
げ

型
の
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
装

置
。
形
や
重
さ
の
異
な
る
荷

物
を
同
じ
操
作
で
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
で
き
、
誰
で
も
簡
単
に

扱
え
る
。
重
量
物
の
搬
送
と

い
う
危
険
作
業
を
安
全
作
業

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
腰

痛
対
策
に
も
な
る
た
め
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　

「
Ｍ
Ｌ
Ｔ
」
は
、
従
来
の

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
ま
た
は
Ａ
Ｃ

２
０
０
Ｖ
で
動
く
電
動
の
バ

ラ
ン
サ
「
ム
ー
ン
リ
フ
タ
」

の
チ
ェ
ー
ン
を
ス
テ
ン
レ
ス

化
、
外
部
の
フ
ァ
ン
を
な
く

し
た
こ
と
で
、
防
塵
性
と
防

と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
製

乳
で
は
、「
ム
ー
ン
リ
フ
タ
」

を
導
入
し
た
理
由
と
し
て
、

①
狭
い
計
量
室
に
も
設
置
可

能
な
コ
ン
パ
ク
ト
さ
②
門
型

ク
レ
ー
ン
タ
イ
プ
は
移
動
も

可
能
で
、
設
置
の
自
由
度
が

高
い
③
ワ
ー
ク
に
か
け
る
手

の
力
だ
け
で
重
量
物
の
移
動

が
可
能
―
―
な
ど
を
挙
げ
、

高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
型
の
「
Ｍ
Ｌ
Ｓ

―
40
Ｋ
」
と
「
Ｍ
Ｌ
Ｓ
―
80

Ｋ
」
は
、
本
体
サ
イ
ズ
と
本

体
重
量
は
従
来
の
軽
量
タ
イ

プ
（
Ｍ
Ｌ
―
40
Ｋ
、
Ｍ
Ｌ
―

60
Ｋ
）
と
同
等
程
度
で
、
電

源
は
１
０
０
Ｖ
ま
た
は
２
０

０
Ｖ
の
選
択
式
か
ら
、
１
０

０
〜
２
４
０
Ｖ
の
フ
リ
ー
電

源
に
変
更
。

　

簡
易
防
塵
・
防
滴
構
造
な

の
で
、
少
し
く
ら
い
の
雨
で

あ
れ
ば
問
題
な
く
使
用
で
き

る
。

　

今
ま
で
80
㎏
を
持
と
う
す

る
と
、
従
来
機
で
は
本
体
重

量
が
20
㎏
と
重
た
か
っ
た

が
、
今
後
は
本
体
重
量
９
㎏

の
「
Ｍ
Ｌ
Ｓ
―
80
Ｋ
」
が
選

択
肢
に
加
わ
り
、
最
大
昇
降

速
度
も
２
５
０
㎜
／
秒
と
従

来
機
と
変
わ
ら
な
い
た
め
、

使
い
勝
手
が
向
上
し
て
い
る
。

専
門
家
に
よ
る
審
査
が
行
わ

れ
る
。

　

「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｒ
」
が
受
賞
し

た
「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

賞
」
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
試

作
機
か
ら
市
場
投
入
前
の
製

品
ま
で
、
開
発
段
階
に
あ
る

も
の
が
対
象
。
審
査
で
は
、

革
新
性
、
美
的
品
質
、
実
現

可
能
性
、
機
能
性
、
感
性
価

値
、
影
響
力
（
実
利
性
・
社

会
貢
献
度
）
の
６
項
目
お
い

て
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
。

　

※
世
界
の
３
大
デ
ザ
イ
ン

賞
と
称
さ
れ
て
い
る
の
は
、

①
ド
イ
ツ
の
「
レ
ッ
ド
ド
ッ

ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」
と
②
ド

イ
ツ
の「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
賞
」

③
ア
メ
リ
カ
の
「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ

賞
」
の
３
賞
。

　

農
業
資
材
専
門
店
「
農
援

'S
」
や
農
産
物
直
売
所
「
食

の
駅
」
を
展
開
す
る
フ
ァ
ー

過
し
、
そ
の
効
果
を
高
く
評

価
し
て
い
る
。

　

導
入
の
背
景
に
は
、
竹
を

微
粒
子
状
に
粉
砕
し
発
酵
さ

せ
、
牛
糞
や
液
肥
な
ど
と
混

合
し
て
「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」
を

活
用
し
た
資
材
を
製
造
、
自

社
畑
に
散
布
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
従
来
機
は
処
理
速

度
が
遅
く
、
竹
１
本
の
粉
砕

に
10
〜
15
分
を
要
す
る
こ
と

も
あ
り
、
効
率
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

　

比
較
検
討
の
末
に
選
ん
だ

の
が
カ
ル
イ
の
「
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―

１
３
０
３
Ｂ
」。
決
め
手
は

圧
倒
的
な
処
理
速
度
と
パ
ワ

ー
だ
っ
た
。

　

導
入
後
は
竹
１
本
（
約
４

ｍ
）
の
粉
砕
が
１
〜
２
分
で

済
む
よ
う
に
。
そ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
１
ｔ
の
フ
レ
コ
ン

袋
を
満
タ
ン
に
す
る
の
に
１

週
間
か
か
っ
て
い
た
が
半
日

に
な
っ
た
。
担
当
者
は
「
何

よ
り
速
度
。
作
業
が
〝
秒
殺
〞

で
進
む
の
が
一
番
の
魅
力
」

と
強
調
す
る
。

　

ま
た
エ
ン
ジ
ン
式
の
た
め

２
０
０
Ｖ
電
源
を
必
要
と
せ

ず
、
現
場
へ
の
持
ち
込
み
作

業
も
可
能
に
な
っ
た
。
ト
ラ

ッ
ク
に
積
む
こ
と
で
竹
藪
に

搬
入
し
粉
砕
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
機
動
力
も
評
価

の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

製
造
し
た「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」

は
発
酵
さ
せ
畜
糞
と
混
合
し

て
堆
肥
に
。
自
社
圃
場
で
ト

マ
ト
や
葉
物
野
菜
に
使
用
し

て
い
る
。
こ
の
堆
肥
は
、
作

物
の
生
育
も
早
く
、
糖
度
の

高
い
ト
マ
ト
が
採
れ
る
な
ど

効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
同
社
は
、
竹
林
整
備

に
悩
む
自
治
体
も
多
い
群
馬

県
内
で
、
竹
を「
廃
棄
物
の
有

効
活
用
」
と
位
置
付
け
、
地

域
貢
献
に
つ
な
げ
る
方
針

だ
。「
今
回
の
導
入
は
、
社
会

的
意
義
だ
け
で
な
く
投
資
と

し
て
も
十
分
な
成
果
が
あ

る
」
と
の
声
も
あ
る
。
カ
ル

イ
製
品
の
導
入
は
、
資
源
循

環
と
農
業
経
営
の
両
立
を
後

押
し
す
る
一
歩
と
な
っ
た
。

　

ハ
チ
ハ
チ
ハ
ウ
ス
＝
亀
卦

川
清
社
長
、
埼
玉
県
新
座
市

菅
沢
２
―
10
―
12
＝
は
、
幕

張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た

「
第
15
回
農
業
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」

に
、
大
型
重
機
で
も
一
発
始

動
が
可
能
な
マ
ル
チ
フ
ァ
ン

ク
シ
ョ
ン
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ス

タ
ー
タ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
出

展
し
、
来
場

者
に
向
け
て

提
案
を
行
っ

た
。

　

中
で
も
注

力
し
て
い
る

の
が
「
Ｉ
Ｔ

Ｏ
―
４
２
０

０
０
」
だ
。

従
来
の
鉛
バ
ッ
テ
リ
ー
式
と

比
べ
て
圧
倒
的
に
軽
量
な
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー

を
採
用
し
な
が
ら
、
４
２
０

０
０
mAh
と
い
う
大
容
量
を
実

現
。
12
Ｖ
・
24
Ｖ
両
対
応
で
、

20
ｔ
超
ク
ラ
ス
級
の
１
３
０

０
０
㏄
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
や
建
設
重
機
に
も
対
応
す

る
プ
ロ
仕
様
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
。

　

最
大
電
流
は
１
５
０
０
Ａ

に
達
し
、
急
な
バ
ッ
テ
リ
ー

上
が
り
に
も
確
実
に
対
応
す

る
威
力
を
発
揮
す
る
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ

リ
ー
へ
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
ハ
チ
ハ
チ
ハ
ウ
ス

独
自
の
安
全
装
置
「
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を

搭
載
。
逆
接
続
保
護
や
過
電

流
保
護
に
加
え
、
セ
ル
を
回

し
た
時
の
み
電
流
が
流
れ
る

安
心
設
計
だ
。
ま
た
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
に
も
対
応
し
、

幅
広
い
車
種
に
使
用
で
き
る

汎
用
性
の
高
さ
も
特
徴
。
本

体
に
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
が
備
わ
り
、
バ
ッ
テ
リ

ー
残
量
や
警
告
が
一
目
で
確

認
で
き
る
。
本
体
重
量
は
わ

ず
か
約
２
・
25
㎏
と
軽
量
で

持
ち
運
び
や
す
く
、
ユ
ー
ザ

ー
に
と
っ
て
強
力
な
備
え
と

な
る
。

　

サ
ン
ド
ナ
イ
ス
＝
千
葉
県

成
田
市
＝
は
、
畑
の
石
取
り

と
耕
う
ん
を
一
度
に
行
う
自

走
式
畑
石
取
篩
機
「
す
な
っ

ぴ
ー
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
―
Ｍ
02
）」

の
普
及
拡
大
に
注
力
し
て
い

る
。

　

同
機
は
、
取
り
付
け
ら
れ

た
ス
ク
リ
ュ
ー
で
土
や
石
を

掬
い
上
げ
、
篩
を
通
し
て
土

だ
け
を
地
面
に
戻
す
仕
組

み
。
こ
れ
に
よ
り
、
異
物
を

効
率
よ
く
除
去
し
、
さ
ら
に

篩
が
け
さ
れ
た
土
が
そ
の
ま

ま
畝
に
な
る
た

め
、
作
業
効
率
が

格
段
に
向
上
す
る
。

　

自
走
し
な
が
ら

小
石
や
細
か
い
異

物
を
取
り
除
く
こ

と
で
、
畑
の
整
備

と
作
業
負
担
の
軽

減
を
同
時
に
実
現

で
き
る
。

京王電鉄バスグループの車両イメージ

滴
性
を
プ
ラ
ス
。
ホ
コ

リ
の
多
い
作
業
環
境

や
、
少
し
く
ら
い
の
雨

天
な
ど
で
の
作
業
も
可

能
で
、
よ
り
農
作
業
現

場
な
ど
に
適
し
た
製
品
。

　

事
例
を
紹
介
す
る

と
、
１
９
１
９
年
に
地

元
酪
農
家
１
０
０
％
出

資
に
よ
る
ミ
ル
ク
会
社

日本製乳でのムーンリフタによる作業の様子

ム
ド
ゥ
（
群
馬
県
前
橋
市
）

は
、
山
形
県
山
形
市
の
カ
ル

イ
＝
髙
橋
和
成
社
長
、
山
形

県
山
形
市
鋳
物
町
46
―
１
＝

が
製
造
す
る
竹
粉
砕
機
「
Ｋ

Ｄ
Ｃ
―
１
３
０
３
Ｂ
」
を
こ

の
ほ
ど
安
中
市
の
フ
ァ
ー
ム

ド
ゥ
農
援
'S
安
中
店
に
導

入
。
稼
働
か
ら
３
カ
月
が
経

　

丸
山
製
作
所
＝
内
山
剛
治

社
長
、
東
京
都
千
代
田
区
内

温
水
洗
浄
機
を
納
入

京
王
電
鉄
バ
ス
グ
ル
ー
プ
に

丸山製作所

し
て
い
る
京
王
電
鉄
バ
ス
グ

ル
ー
プ
に
、
車
両
洗
浄
用
と

し
て
同
社
製
「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｂ
温

水
洗
浄
機
」
を
納
入
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
は
、
丸
山
製

作
所
の
販
売
代
理
店
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
飲
食
店
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
水
産
畜
養
生

け
す
、
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど

幅
広
い
領
域
で
ウ
ル
ト
ラ
フ

ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

の
活
用
・
普
及

に

努

め

て

い

る
。
今
回
の
バ

ス
の
車
両
洗
浄

用

と

し

て

の

「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｂ
温

水
洗
浄
機
」
の

導
入
は
、
昨
年

11
月
の
網
走
バ

ス
、
今
年
７
月

の
箱
根
登
山
バ

ス
に
続
い
て
３

例
目
の
事
例
と
な
る
。

　

「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｂ
温
水
洗
浄
機
」

は
、
直
径
１
㎛
未
満
の
小
さ

な
気
泡
で
あ
る
ウ
ル
ト
ラ
フ

ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
が
汚
れ
の
隅

々
ま
で
入
り
込
ん
で
汚
れ
を

剥
離
す
る
こ
と
で
、
洗
浄
力

の
向
上
と
洗
浄
時
間
の
短
縮

を
実
現
し
、
水
の
使
用
量
や

燃
料
使
用
量
の
削
減
に
も
貢

献
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
製

品
。

　

特
に
、
寒
冷
地
で
の
融
雪

剤
や
沿
岸
部
で
の
潮
風
な
ど

に
よ
る
塩
害
に
対
し
て
は
、

80
℃
の
水
道
水
を
使
用
し
た

と
き
に
比
べ
60
℃
の
ウ
ル
ト

ラ
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
水
で
塩

分
濃
度
を
約
21
％
低
減
、
油

汚
れ
に
つ
い
て
は
、
約
１
％

の
除
油
を
完
了
さ
せ
る
作
業

時
間
を
３
分
の
２
に
短
縮
、

と
い
う
効
果
的
な
結
果
が
得

ら
れ
て
い
る（
同
社
調
べ
）。

　

京
王
電
鉄
バ
ス
グ
ル
ー
プ


